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数学において，群 (group)という概念は Évariste Galoisが代数方程式の可解性について調べる過程で導入

されました．群は二項演算を備えた集合であって，結合法則をみたし，単位元を持ち，どの元も逆元を持つと

いう条件をみたすものとして定義されます．また，群は図形や空間などの数学的対象の対称性を表すものとし

て説明されることも多いです．

単純群 (simple group)というのは，自身と {1}以外に正規部分群を持たない群であり，群の中でも素数の
ような役割を果たす重要な群です．単純群のうち有限なものについては，現在では既に分類が完了していま

す (その証明は決して容易ではありませんが)．では，無限な単純群についてはどのようなものがあるかという

と，例えば Q上の射影特殊線形群 PSL2(Q) = SL2(Q)/{±1}などがあります．しかし，すぐにわかることで
すが，この群は有限生成ではありません．それでは，有限生成な無限単純群はあるのでしょうか？ 実は，有

限生成な無限単純群は存在するのですが，その例は 1951年になって初めて G. Higmanによって与えられま

した．本講演では，群の有限表示や融合積などの基本的な定義から始めて，Higmanによる有限生成無限単純

群の構成を紹介します．
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